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2012年3月期 第2四半期決算概要



◆◆売上高は前年同期比48百万円減（1.7％減）の2,854百万円
◇◇水晶製品事業は携帯電話向け、無線モジュール向けの受注が好調に推移したものの、
価格競争が厳しく横ばい（前年同期比0.1％減）。

◇◇その他製品事業については抵抗器及びインダクタの事業縮小の影響を受け減収
（前年同期比39.0％減）。

2012年3月期第2四半期決算のポイント

◆◆営業利益は平均単価の下落や販管費増加による利益押し下げの影響あるも、
数量増＆原価低減効果により増益
◇◇ 営業利益は10百万円（前年同期比183.1％増）

⇒⇒売上原価率は前年同期比1.7pt改善、売上高販管費率は1.5pt悪化

◇◇ 経常利益は39百万円（前年同期比1,003.9％増）

⇒⇒材料くず売却益25百万円増

◇◇ 四半期純利益は▲34百万円（前年同期は▲６百万円）

⇒⇒減損処理による投資有価証券評価損61百万円を特別損失に計上

◆◆通期業績予想は修正（配当予想は据え置き）
◇◇ 第２四半期における業績及び主要顧客の需要動向などを勘案し、期初予想を下方修正
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連結決算ハイライト（2012/3期第2四半期累計）
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報告セグメント別四半期売上高推移

（百万円） 2,9032,903 2,8542,8542,9092,909

※累計差額方式によっております。

その他の電子部品事業
前年同期比 ▲46百万円（39.0％減）

抵抗器及びインダクタの事業縮小の
影響大

水晶製品事業
前年同期比 ▲ 2百万円（0.1％減）

スマートフォン向けは好調を持続。
デジタルスチルカメラや車載関連向け
が振るわず。
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17.5%12.3%■無線モジュール

9.0%13.0%■車載関連機器

44.1%32.9%■携帯電話

3.4%7.7%■デジタルスチルカメラ

14.5%14.7%■その他

6.3%8.2%■ＰＣ・周辺機器

2.4%4.7%■その他のＡＶ機器

売上高構成比

2.8%6.5%■ＡＶチューナー

12/2Q11/2Qアプリケーション

携帯電話

車載関連機器

無線モジュール

ＰＣ・周辺機器
デジタルスチルカメラ

ＡＶチューナー
その他のＡＶ機器

その他 スマートフォン向
けが好調を持続
携帯電話向けは売
上高34％増

車載関連機器向け
は、カーナビゲー
ション向けが振る
わず減収

無線モジュール向
けもスマートフォ
ン用が好調であり
売上高43％増

（百万円）

2,7822,7822,7852,785
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その他の電子部品事業 事業セグメント別四半期売上高推移

その他
前年同期比 ▲5百万円（19.9％減）

インダクタ
前年同期比 ▲20百万円（59.2％減）

事業縮小の影響により全ての用途向
けで受注減少

抵抗器
前年同期比 ▲20百万円（35.5％減）

事業縮小によりＴＶ向けの受注が半
減

（百万円）

インダクタ
14

その他
21

抵抗器
36
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海外売上高

（百万円）

国内
前年同期比
▲482百万円 (33.6％減)

国内は車載関連、デジタ
ルスチルカメラ向けの受
注減少の影響により減収

海外
前年同期比
+433百万円 (29.5％増)
海外売上高比率
66.6％ (16.0pt増)

海外は携帯電話向けの音
叉型水晶振動子、無線モ
ジュール向けの小型水晶
振動子の受注が好調に推
移

2,9032,903 2,8542,8542,9092,909
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販売費及び一般管理費推移

（百万円）

前年同期比
人件費
役員報酬
給与手当
退職給付費用
その他
試験研究費
諸手数料

+31
▲11
+6
+5
▲33
+43
+25
+4

619619 651651634634

前期下半期比
人件費
役員報酬
給与手当
賞与引当金繰入

+17
+17
+6
-7
+14
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営業利益の増減要因

（百万円）



2,6592,659

3,1443,144

7,4357,435

3,1443,144

4,2904,290

1,5491,549

2,7412,741

7,4357,435

3,1333,133

4,3014,301

2011/3期末

▲293,1143,114自己資本

▲281

▲75

▲29

▲46

▲278

232

▲75

101

▲176

増減額

2,3782,378有利子負債

7,3597,359負債、純資産合計

3,1143,114純資産合計

4,2444,244負債合計

1,2711,271固定負債

2,9732,973流動負債

7,3597,359資産合計

3,2353,235固定資産

4,1244,124流動資産

2012/3 2Q（百万円）
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貸借対照表

現金及び預金
たな卸資産

▲219百万円
+66百万円

機械装置･運搬具
建設仮勘定
投資有価証券

+89百万円
+56百万円
▲42百万円

支手及び買掛金
設備関係支手

▲63百万円
+268百万円

長期借入金 ▲298百万円

利益剰余金
その他包括利益

▲57百万円
+27百万円
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キャッシュ・フローの状況

投資活動
によるCF

財務活動
によるCF

2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3
２Q

（百万円）

キャッシュ・フロー（2012/3 2Q）

フリーキャッシュ・フロー

1,0431,149現金＆現金同等物の期首残高

40338短期借入金の純増額

△306△9財務活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ
△76△331その他

△101△232有形固定資産の取得による支出

△62△21仕入債務の減少額

△63△143たな卸資産の増加額

22△55売上債権の増減額（△は増加）

479その他

61ー投資有価証券評価損

249216減価償却費

△246税金等調整前純利益

18781営業活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ
2012/3 2Q2011/3 2Q

△23△0その他

△323△347長期借入金の返済による支出

291325定期預金の払戻による収入

112△238投資活動によるｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

1,041

△2
2

977

△171

△5

現金＆現金同等物の期末残高

現金＆現金同等物の減少額

現金＆現金同等物に係る換算差額

営業活動によるCF

投資活動によるCF

フリーキャッシュ・フロー
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設備投資・減価償却費推移

（百万円）

音叉型水晶振動子の生産能
力増強を主として347百万円
の設備投資を実施。



2012年3月期 通期業績予想と重点施策
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当面の事業環境

・スマートフォン・タブレットPCなどの成長分野に経営資源を集中。ここでの取
り組みが業績を大きく左右する。

用途別■

成長市場
海外展開■

・新たに進出する中国の生産工場立ち上げにグループを挙げて取り組む。
・中国等、最重点エリアへ要員を順次配置。

超小型水晶振動子（ATカット型＆音叉型）を来春の量産にむけてサンプル対応中■新製品

■

■

■

■

タイの洪水

為 替

景 気
景気回復傾向にあるものの、力強さはなく、本格的な回復は当面見込めない。

中国など新興国は一部に景気過熱感はあるものの、依然高い成長率が期待できる。

円高については海外取引が増加しているものの、主要取引が円建てであり、為替

変動による直接的な影響は少ない。（プライスダウン圧力は大きい）

工場等の直接的な被害はないが、営業面でHDD関連などに影響が出始めている。
（現時点での影響は限定的）



0

2,000

4,000

6,000

08/3 上
半
期

08/3 下
半
期

09/3 上
半
期

09/3 下
半
期

10/3 上
半
期

10/3 下
半
期

11/3 上
半
期

11/3 下
半
期

12/3 上
半
期

音叉型水晶振動子 その他の水晶振動子
水晶応用製品 特殊製品
OUT TO OUT

17

業界の環境（水晶製品生産実績）

（百万個）

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

08/3 上
半
期

08/3 下
半
期

09/3 上
半
期

09/3 下
半
期

10/3 上
半
期

10/3 下
半
期

11/3 上
半
期

11/3 下
半
期

12/3 上
半
期

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

音叉型水晶振動子 その他の水晶振動子
水晶応用製品 特殊製品
OUT TO OUT 平均価格

（億円） （円）
生産数量 生産金額
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価格下落の影響により、
売上高が伸びない
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業績予想（2012/3期通期）

下期：USD/円 81.00USD/円 81.49換算レート

対前期
増減額・率百分比百分比

▲4.09円12.31円ＥＰＳ

▲120
ー-0.5%▲301.6%90当期純利益

1.9%

1.9%

23.4%

100.0%

中間0.00円／期末3.00円

110

107

1,362

5,813

実 績

2011/3期

▲62
▲55.9％

▲71
▲66.4％

▲40
▲3.0％

▲83
▲1.4％

今回予想

中間1.00円／期末4.00円（予）配当

0.9%48経常利益

0.6%36営業利益

23.1%1,321売上総利益

100.0%5,729売上高

2012/3期

（百万円）



半期別
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業績予想（2012/3期通期） ─報告セグメント別売上高

その他の電子部品
127百万円
前年同期比 ▲81百万円

(39.0％減)

水晶製品
5,602百万円
前年同期比 ▲1百万円

(0.0％減)

（百万円）
（百万円）

5,5,813813 55,,729729
3,1153,115

2,2,854854 2,8752,875



半期別
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業績予想（2012/3期通期）─報告セグメント別利益

その他の電子部品
▲２百万円
前年同期比 ▲15百万円

水晶製品
51百万円
前年同期比 ▲46百万円

(47.8％減)

（百万円） （百万円）

110110
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2424

3399

99
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設備投資・減価償却費推移予想

（百万円）



重点施策１ 次世代商品開発への取り組み

世界最小サイズの音叉型水晶振動子世界最小サイズの音叉型水晶振動子（※）

TFX-04
■小型設計(1.6mm×1.0mm×0.45mm typ.)
（容積はTFX-03の50％）

■用途：スマートフォン、タブレット型情報端末、
スマートカード等

世界最小サイズの世界最小サイズのATATカット型カット型水晶振動子水晶振動子（※）

FCX-08
■小型設計(1.2mm×1.0mm×0.3mm typ.)
（容積はFCX-07Lの54％）

■用途：スマートフォン、タブレット型情報端末、
無線モジュール等

22

※2011年11月25日現在、当社調べ

現在サンプル対応中
であり、来春の量産
化に向け開発中。
今後は市場動向を見
極め、柔軟に対応し
ていく。

◆超小型水晶振動子の商品化超小型水晶振動子の商品化



製造拠点集中による災害リスクの高まり製造拠点集中による災害リスクの高まり
中国における携帯電話向け等の部品需要拡大中国における携帯電話向け等の部品需要拡大

記録的な円高や激化する価格競争記録的な円高や激化する価格競争
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重点施策2 事業価値拡大への取り組み

◆◆海外事業の強化

来年３月より生産を開始し、来年３月より生産を開始し、
44月の本格稼働を目指す月の本格稼働を目指す

来年３月来年３月までに新体制を整備し、までに新体制を整備し、
生産能力を引き上げる生産能力を引き上げる

マレーシア製造子会社での生産増強
RIVER ELECTRONICS(IPOH)における

水晶製品への生産集中と生産品種の拡大

中国西安市に製造工場立ち上げ
販売子会社の西安大河晶振科技有限公司を

製造販売子会社化



≪注意事項≫

本説明資料に記載されている将来の業績に関する見通しは、
公表時点で入手可能な情報に基づく将来の予測であり、潜在
的なリスクや不確定要素を含んだものです。
そのため、実際の業績はさまざまな要素により、記載された
見通しと大きく異なる結果となり得ることをご承知おき願い
ます。

リバーエレテック株式会社
大証JASDAQ（スタンダード）

証券コード6666

http://www.river-ele.co.jp/
総務部経営企画課

℡：0551（20）1277




